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第Ⅱ章　フエとアンナンにおける3月9日の状況
第1節　フエへの到着とアライ大尉との会談
3月 8日の 14時頃に，私は小長谷総領事［le Consul Général Konagaya］と渡邉領事［le 
Consul Watanabe］とともにサイゴンを出発した。私たち 3人は 17時 30分にトゥーラン
［Tourane］1に到着し，アンナンの日本軍司令官・永野将軍［le Général Nagano, Comman-





9日の朝 10時に，私はフエの小さな分遣隊の指揮官であるアライ大尉［le capitaine Araï］
の訪問を受けた。彼は私に以下のように説明した。
「もしも日本の提案を受け入れることをドクー提督が拒否した場合（期限は今晩 10時と定
められている），無線電信の合図によって，フオン河［le fleuve des parfums］3の南東に駐留

























































ち［les chefs de bataillons］と数人の士官のみが，3月 9日の少し前になってようやく，サイ
ゴンの総司令部［l’Etat-Major Général de Saigon］が立てた計画について知らされた。しか





る総司令官布告第1号［la proclamation No 1 du Général Commandant en chef］に書かれてい
るもの，すなわち「仏印軍の無力化」［“la neutralisation de l’Armée Franco-Indochinoise”］で
ある。「作戦は不意を衝いて行わなければならず，最小限の被害にとどめるように遂行され
ねばならない。緊急の指示を受けた場合にしか武器を使用してはならず，とりわけ無意味な
殺害をしてはならない」と兵士たちに明示された。戦闘が長引きそうにみえたとき，兵士た
ちは，なぜもっと集中的に攻撃しないのか，そうすれば任務の終結を早めることになるのに
と自問した。彼らの上官たちは，無駄な被害を避けるべしとする上述の指令を忠実に守った
のである。士官たちがこの作戦の目的と方法をより詳細に兵士たちに説明することができた
のは，戦闘が終結した後になってからであった。
以上のことから，次のことが言えるであろう。第 1に，参謀部は，無駄な物的被害を引き
起こすことなく，また何よりも，敵側における―厳密に言えば敵とはみなしていなかったわ
けだが―人的損失を最小限にとどめる形で，仏印軍の武装解除を巧みに実施することを望ん
でいた。 【p. 36bis】
第 2に，参謀部はまさにそのために，最終段階まで日本兵に対してさえ作戦を徹底的に秘密
にしようとしており，ましてや，この作戦に備えて事前にアンナン人の協力を得ることは不
可能であった。 【p. 36ter】
